
令和４年度 大津市立和邇小学校学校評価書    【評価】 ３:よくできた  ２:できた  １:あまりできなかった  ０:まったくできなかった 

項目 
自己評価 学校関係者評価 

今後の学校改善に向けて 
小項目評定 中項目評定 現況 中項目評定 意見・提言等 

深
い
学
び 

主
体
的
・
対
話
的
で 

1 
支持的風土を育てる学級・学年集団づくりを進

めた。 
２ 

２ 

○学級会を軸として、学級・学年づくりをでき

ている学年が多く見られた。 

○少しずつ学び合う場面設定ができるようにな

ってきたので、子ども同士で話す場を持つよう

にしている。 

○校内の授業研究会では、教師同士が授業の悩

みを交流し合うことによって、普段の授業をふ

り返り質を高める機会になっている。 

●委員会活動やクラブ活動など、学級以外の活

動での話し合いの力は、育っていない。 

３ 

○「読み解く力」に力点を置

いた授業研究に取り組んで

ほしい。 

〇教員全体のスキルを上げ

る学びは重要だと思う。ど

の教員も一定のスキルがあ

ることは安心につながる。 

〇自分の考えや意見をそれ

ぞれの児童がしっかり持っ

て、それを発表できる機会

が多く持てるとよい。 

○学級会・グループ交流など、若手教員は

コロナ禍指導経験が少ないため、校内研究

会やOJTなどを通して学んでいく機会を作

る。 

○学級会など、話し合いのルールを学校全

体で共通理解していくことが必要である。 

○視覚支援や学力を高めるツールとしての

iPadの有効活用の仕方を教職員同士が交流

したり研修したりする機会をつくり更なる

授業の工夫改善につなげる。 

○集団づくりのためのスキルを全教職員で

上げられるように学ぶ必要がある。 

2 
協同する体験・伝え合う喜び・コミュニケーション

能力の育成を図る授業の工夫改善に努めた。 
２ 

3 
主体的・対話的で深い学びを追求する授業研

究や研修に取り組んだ。 
２ 

道
徳
教
育
の
充
実 

4 
生命を尊重する心やいじめを許さない態度など

の道徳的実践力を育てる指導を工夫した。 
２ 

２ 

○毎月１回の人権の日の取り組みを通して、すべて

の学年の教師が様々な道徳的価値観の話を全校の児

童に行うことができた。 

○クラスや学級の実態に合わせた教材を用意し、道

徳的実践力を育てる指導を工夫することができた学

年があった。 

○分散参観を通して、多くの学級が道徳の授業を保

護者に公開することができた。 

○●道徳科の学習では、交換授業に取り組めている

学年が少なかったが、中間評価を受け、３学期にな

り多くの学年で取り組むことができた。 

２ 

〇児童一人ひとりが TPO に

応じて望ましい行動がとれ

るよう、道徳の授業を充実

してほしい。 

○日々の生活の中で出来事

を通して、日常的にも生命

の大切さや善悪の判断、人

への思いやり等が育つ指導

が大切だと思う。 

○道徳授業の内容を見られ

て良かった。保護者に内容

を共有し、家庭と連携でき

るとより良い。 

○学校全体で各学年の道徳資料などを整

理・共有ができるとよりよい道徳の指導が

できると思う。 

○道徳の授業を取り上げて交流することは

少なくなっていると感じるので、そういう

機会が年に１回でもあればよいとは思う。 

○「道徳参観」として学期を指定し、校内

で取り組む。また、道徳主任から「横書き

板書」の方が子どもの思考を深めやすいと

聞き、取り組んでいる。今後、研究の余地

があると感じる。他社の道徳の教科書や学

校全体で使える道徳教材が豊富にあると良

いと思う。 

5 
道徳科の授業・評価に関する研究や資料の開

発・整備・交流に取り組んだ。 
２ 

6 
積極的に保護者等への道徳科の授業公開を行

った。 
２ 

体
力
づ
く
り 

7 
たくましい心と体を育てる魅力ある授業の工夫

改善に努めた。 
２ 

２ 

○体育等、体を動かす時間を増やすようにしている。

子ども同士で場を設定したり、準備がスムーズにでき

るよう指導したりして時間確保に取り組んでいる。 

○縄跳び大会やチャレンジマラソンなど、年間を通し

て体力づくりに学校をあげて取り組むことができてい

るため、多くの児童の頑張っている姿が見られる。 

●体育の宿題は、毎日出していたが、やりっ放しで振

り返る時間をとることができなかった。 

○●コロナ禍ではあるが、委員会活動や学校行事等で

運動に親しむ環境づくりができたが、継続的にはでき

ていないので、今後はそこが課題になると思われる。 

 

２ 

〇体育の宿題に振り返りが

ないことは、保護者にも実

感としてあるので、ぜひ何

かしら実施してほしい。 

〇カヌー体験を復活しては

どうかと思う。近くにいい

環境があるので。 

○学区全体で、体づくりに

取り組めるとうれしく思い

ます。 

○楽しんで体を動かす工夫

、企画は大変良いと思う。 

○体育の宿題を全校で出しているが
、出しているだけではなく、取り組
み状況や効果が出ているのかなどを
検証する必要がある。 
○誰が担任になっても、ある程度の
授業の質が確保できるように、資料
を引き続き残しておいたり、研修を
開いたりして、職員の共通理解をさ
らに図っていく。 
○学校全体でも朝読書のように、朝
のストレッチやダンスなどに取り組
むのも良いと感じる。 

8 運動に親しむ環境づくりや体力づくりに努めた。 ２ 

9 
体を動かす気持ちよさを体験させ、進んで体を

動かそうとする意欲を育てた。 
２ 

指
導
改
善 

10 
学力向上を目指した指導体制・指導方法の

工夫改善に努めた。 
２ 

２ 

〇毎日１０分のぐんぐんタイムに全校で漢字学習に

取り組んだことで、普段の国語科学習にじっくり取

り組むことができている。 

○校内研究授業を通して、教師間の授業づくりの意

識はそろい始めていると感じる。 

○ICT機器を活用することで、より視覚的に分かりや

すく、子どもに興味関心や見通しを持たせられるよ

うになったと感じる 

○ICT機器の導入によって、学年間で教材を共有でき

るようになり、教材作成にかかる時間も短縮された。 

●年間10回のガッテンタイムの持ち方に課題を感じる。 

２ 

〇学学テスト結果分析資料

（SP 表や学力層分析グラフ

など）を活用し、和邇小の学

力課題を明かにした上で、

研究・指導内容を焦点化し、

指導改善を進めてほしい。 

〇パソコンやタブレットを

使った活動も大事である

が、漢字や計算など手で書

く活動、練習は必ず必要だ

と思う。 

○本に興味を持つ工夫・仕

掛けは重要かと思う。 

○学力向上には、30 名を超える学級での算

数科における少人数指導が有効である。2･

3年生を中心に 2クラスを 3つのグループに分

ける方法で指導体制を計画していきたい。 

○校支援でＴｅａｍｓが連動して、出席管理が

できたり、毎週立てる週予定と時数計算が

同じＥｘｃｅｌ内でできたりすると良い。他に

も、ｉＰａｄ内で週予定や板書計画などが

立てられると良いと感じる。 

○若手の教員に対して、県外の学校研究会

への参加を薦め、学んだことを実践するこ

とで教育実践力を身につける機会を作る。 

11 
教職員の指導力及び組織的な教育力の向上

に努めた。 
２ 

12 
働き方改革の取り組みと教育活動の質の改

善に取り組んだ。 
２ 



項目 
自己評価 学校関係者評価 

今後の学校改善に向けて 
小項目評定 中項目評定 現況 中項目評定 意見・提言等 

育
ち
と
学
び
を
支
え
る
連
携 

家
庭
・
地
域
と
の
連
携 

13 
保護者に対して、子育てに対する支援や研修

会を行った。 
２ 

２ 

○PTA主催で子育て講演会を行うことができた。また

、講演を録画しWeb配信を行うことができた。 

○学期に１回以上は分散参観・運営協議会を開催し、

児童の様子を保護者や地域に公開する事ができた。 

○参観では、保護者参加型の学習を考えた。 

○和邇学区防犯防災会にサポートをいただき、６年

生の総合的な学習で多くの体験活動を取り入れた防

災教育を実施することができた。また、教育課程に

も組み入れることができている。 

●保護者との交流があまりできていないと感じる。 

２ 

〇平日は保護者が学校に足

を運びづらい状況なので、

今後どのようにコミュニケ

ーションを取っていくのか

が課題かと思われる。Web

の活用を進めてほしい。 

〇地域の事業所、企業、福

祉施設などの出前講座、大

手企業の出張授業を無理の

ない程度の進めてほしい。 

○地域との連携に不安を感

じている。 

○子育て講演会の参加者が少なかったが

、Web配信を行うことができたため、今後

もそのスタイルを続けていけると良い。 

○防災教育は、指導マニュアルを作成し、

誰でも実践できるようにする必要がある。 

○地域の方に講師をお願いしたり、サポ

ートしていただいたりした学習について

は、毎年続けていけるように、年間指導

計画に位置づけていく。 

○地域の商工会を窓口として、出張授業

や訪問の依頼・調整ができると教えてい

ただいた。学年で系統立てて依頼する機

会を設定してくことが必要である。 

14 
保護者・地域との交流や情報発信、参観、懇談

会、研修会の実施、地域人材の活用に努めた。 
２ 

15 
防災教育の推進と安心・安全な学校づくりを進

めた。 
２ 

保
幼
小
中
の
連
携 

16 
子どもの校種間交流や教員の出前授業等、積

極的な連携に努めた。 
２ 

２ 

○５・５交流では、今年度から３園と交流できるよ

うに計画した。１園につき１クラスの担当を決め、

年間で３回の交流を行うことができた。 

〇秋祭りでは、幼稚園・保育園の年長を招待し、１

年生と交流を行うことができた。 

○特別支援学級クラスでの授業体験や授業見学など

園からの要望にできる限り応じることができた。 

●子ども達の交流は復活してきたが、教師間の交流

の復活がまだ十分できていない。 

●校区研の実施がなく、校種間の交流は難しかった。 

２ 

○保幼小中の進学時におけ

る児童にかかわる情報交換

は密にお願いしたい。 

〇職員交流も計画的に実施

できることを望みます。 

〇５５交流の機会が年間で

しっかり計画・実施され、

子どもの育ちにとって互恵

性のある取り組みとなって

いると思う。 

〇秋祭りと５・５交流は、１年生と５年

生の年間指導計画に組み込むことができ

ているため、今後も引き計画的に行うこ

とが大切である。 

○図書館教育において、毎年スタートカ

リキュラムのアンケートが実施されてい

るが、保・幼で読まれている本、接続期

にふさわしい読み聞かせの本の選定は行

われていない。今後、検討の余地がある

か考えていく必要がある。 

○中学校との交流、特に教師間の交流の

機会が必要。 

17 
校種間の授業公開や合同研修会や教育内容

等の交流に努めた。 
２ 

18 
保幼小の接続期の教育課程の編成等、校種

間のカリキュラム研究に取り組んだ。 
２ 

組
織
体
制
の
充
実 

生
徒
指
導
体
制
の
充
実 

19 
いじめや暴力行為、不登校等生徒指導上の諸課

題の早期発見、日常的な予防指導に努めた。 
３ 

３ 

〇いじめ事案は早期対応し、すべての案件で対策委員

会を開き、複数対応を徹底することができている。 

〇１か月に１回いじめアンケートをおこなっているこ
とで、いじめの早期発見につながっている。 

〇不登校児童について、１人ひとり対応を協議し、学

校として対応している。 

○気になる言動やトラブル等その都度、児童と時間を

とって話し、生徒指導・教育相談と連携して、組織的に対

応した。また、家庭や関係機関との連携による指導に努

めた。 
○報連相の仕組みがうまく浸透している。組織で対応
する必要性をしっかり理解している。 

３ 

〇人権教育を各学年での実

施に期待している。 

〇担任一人が抱え込むこと

がないよう教師間の相談体

制をしっかり整えていくこ

とが必要である。 

〇１か月に１回のアンケー

ト実施が、いじめ早期発見

につながっているのではな

いか。 

○生徒指導の業務が長引き

、本来の業務を圧迫するこ

とは早急に改善すべき。 

〇会議の効率化と、いじめや生徒指
導事案の予防に力を入れていくこと
が大切である。 
○予防指導の観点から、子どもに近
い存在で一緒に遊んだり、学習サポ
ートをしたりしてくれる学生の人材
活用を進める。 
○６年生で行われている人権教育指導
が下学年でも行われるようにする。 
○未然防止のための指導が重要だと
考える。どんな些細なことでも、未
然防止の観点を忘れずに取り組む。 

20 
生徒指導・教育相談体制を確立し、組織的に

推進した。 
３ 

21 
家庭・地域・関係機関との連携による指導

に努めた。 
３ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

22 
個別の教育支援計画及び個別の指導計画の

作成と活用に努めた。 
２ 

２ 

〇個別の支援計画の作成については、年間に２回検

討する会議を開いている。また、支援計画のある児

童について校内で支援体制を相談し、計画的に支援

を行うことができている。就学相談等に関しても、

組織的に動くことができた。 

〇通級指導教室、養護学校の教員と連携し支援体制

の相談や指導方法の助言を仰くことができている。 

●個別の支援計画は作成したが、それに基づいての

支援が他の児童の対応もあり、なかなかできなかっ

た。 

 

２ 

〇特別支援教育の充実には

、家庭や地域の理解が不可

欠である。今後も、情報発

信を続けてほしい。 

〇子どもだけでなく保護者

の相談体制、支援体制を確

立する。 

〇支援に必要な児童は増加

傾向にあると思う。外部・

地域の応援が必要な時は、

協力させていただきます。 

○学校全体として個別の支援体制を考える

会議を年間２回は継続的に開いていくこと

が必要である。 

○個別の支援計画では、支援内容の明確化

と焦点 をはかることにより、担任による

支援が無理のないものにしていく。 

○関係機関との連携の取り方が見えづらい

部分があるため、研修や情報の交流をする

機会が必要である。 

○高学年の障害児理解教育を計画的に実施

できるよう進めていく。 

23 
組織的・計画的な特別支援教育体制を確立し

た。 
２ 

24 関係機関と連携した相談体制の充実に努めた。 ２ 

学校 

満足度 
25 

児童は学校に満足している。（アンケート

結果より） 
２  


